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い
ず
れ
も
確
か
な
墓
の
位
置
す
ら
解
っ
て
い
な
い
。

中
国
で
は
多
く
の
遣
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
呉

の
墓
は
か
な
り
報
告
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

魏
の
墓
と
い
う
も
の
は
、
魏
の
正
始
八
年
の
銘
の

あ
る
鉄
帷
帳
架
を
出
し
た
、
洛
陽
市
の
樽
墓
（
考

古
通
訊
一
九
五
八
の
7
）
以
外
に
は
、
全
く
、
知

ら
れ
て
い
な
い
。
遺
跡
が
未
発
見
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
魏
と
い
う
王
朝
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
二
代
の
鏡
と
い
う
も
の
も
、
現
存
の

資
料
に
は
、
あ
ま
り
多
く
な
い
。
ま
だ
未
発
見
な

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
角
縁
神
獣
鏡
が
中

国
か
ら
未
発
見
で
あ
る
か
ら
中
国
鏡
で
な
い
と
は

い
え
な
い
。

　
彷
製
鏡
論
の
主
点
の
一
つ
に
、
　
「
銅
出
硫
黄
、

師
出
洛
陽
」
の
銘
が
あ
る
。
徐
州
附
近
か
ら
は
銅

は
産
出
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
虚
辞
で
あ
り
、
中

国
人
の
作
文
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
徐
州
と
い
う
地
名
は
、
都
市
名
で
あ
る
と
同

時
に
州
名
で
も
あ
っ
た
。
同
じ
鏡
銘
に
揚
州
と
い

う
の
が
州
名
で
あ
る
事
実
と
一
致
す
る
。
徐
州
と

い
う
州
は
由
東
の
南
部
か
ら
、
揚
子
江
の
下
流
の

北
岸
近
く
ま
で
を
含
む
。
そ
の
揚
子
江
附
近
ま
で

く
れ
ば
、
丹
陽
の
転
官
山
を
は
じ
め
、
各
地
か
ら

銅
が
産
出
さ
れ
て
い
る
。
　
「
銅
出
徐
州
」
は
決
し

て
虚
辞
で
は
な
い
。

　
最
近
、
わ
れ
わ
れ
は
考
古
科
学
の
開
発
を
め
ざ

し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
鉛
の
同
位
体

比
に
よ
る
、
青
銅
製
贔
の
産
地
の
同
定
を
、
山
崎

一
雄
、
馬
渕
久
夫
氏
ら
の
化
学
者
に
依
頼
し
て
進

め
て
い
る
。
馬
渕
氏
の
分
析
に
よ
る
と
、
三
角
縁

神
獣
鏡
は
、
他
の
日
本
古
墳
出
土
鏡
と
共
に
、
舶

載
鏡
も
特
製
鏡
も
ほ
と
ん
ど
後
漢
鏡
と
同
じ
地
域

の
銅
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
呉
の
赤

烏
元
年
の
年
号
鏡
は
華
南
地
方
の
銅
を
使
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
魏
の
正
始
元
年
鏡
は
華
北
の
銅
を

使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
事

実
は
、
魏
の
正
始
元
年
銘
の
三
角
縁
神
獣
鏡
は
呉

の
工
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
を
弱

め
る
も
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に
提
唱
し
た
出
土
の
事
実
が
、
ま
だ
な

い
以
上
、
私
は
三
つ
の
解
釈
の
中
の
②
を
と
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

受
購
図
警

　
　
（
一
九
八
一
年
一
〇
月
二
六
日
～
一
九
八
二

年
二
月
九
日
）

社
会
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）
　
一
九
八
一
－

　
三
、
四
、
五

鹿
児
島
経
大
論
集
　
二
ご
一
三

山
北
史
学
（
慶
北
大
玉
文
理
科
大
学
史
学
科
）

　
三

岡
山
市
立
ナ
リ
エ
ソ
ト
美
術
館
研
究
紀
要
　
一

日
本
史
論
文
集
（
天
津
社
会
科
学
院
日
本
問
題
研

　
究
所
）

世
界
歴
史
　
一
九
八
一
－
三
、
四

文
化
語
学
習
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
i
三
、
四

歴
史
科
学
（
朝
鮮
社
会
科
学
院
）

　
三
、
四

神
道
学
（
出
雲
大
社
神
道
学
会
）

産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
）

金
貝
成
著
作
集
六
、
七
、
八

三
康
文
化
研
究
所
所
報
　
一
六

立
正
面
洋
史

田
村
誠
一
著

　
話

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
　
一
五

古
代
史
の
研
究

　
三

同
朋
大
学
論
叢
（
同
朋
大
学
）

　
併
号

八
幡
大
学
論
集

　
一
一
、
二

化
粧
文
化
（
ポ
ー
ラ
文
化
研
究
所
）

一
九
八
一

一
九
八
一
…

九一

（
立
正
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
四

卑
弥
呼
の
墓
だ
っ
た
箸
墓
　
第
1
1

（
関
西
大
学
古
代
史
研
究
会
）

四
四
・
四
五
合

（
八
幡
大
学
法
経
学
会
）
　
三
二

五
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岐
阜
史
学
（
岐
阜
大
学
教
育
学
部
岐
阜
史
学
会
）

　
七
三
、
七
四

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
　
九

佐
伯
有
清
編
　
邪
馬
台
延
分
本
論
文
集
（
創
元
社
）

韓
国
史
研
究
彙
報
（
叛
軍
国
史
編
纂
委
員
会
）

　
三
四

栗
原
優
著
　
ナ
チ
ズ
ム
体
制
の
成
立
（
ミ
ネ
ル
ヴ

　
ァ
書
房
）

宝
塚
市
史
（
同
市
史
編
集
室
）
八

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
研
究
所
）
　
＝
二
一
三

経
済
経
営
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
経
営
学
会
）

　
二
一
i
一
、
二
、
三

西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
西
洋
史
部
会
）

　
三一

橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
ム
竃
）
　
　
六
－
三

法
文
学
部
論
集
（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
）
　
一
四

神
道
史
研
究
（
八
板
神
社
神
道
史
学
会
）
　
二
九

　
一
四

史
学
科
報
告
（
鹿
児
島
大
学
教
養
部
）
　
三
〇

海
事
研
究
（
日
本
海
旧
史
学
会
）
　
三
七

朝
鮮
学
術
通
報
（
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
者
協
会
）

　
一
七
i
一
、
二

東
洋
文
庫
年
報
　
五
五
年
度

川
添
昭
二
著
　
中
世
文
芸
の
地
方
史
（
平
凡
社
）

日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想

　
史
研
究
室
）
　
＝
二

文
学
部
論
叢
（
立
正
大
学
文
学
部
）
　
七
一

福
㎜
凹
大
学
研
究
所
川
童
　
　
五
六
、
　
五
七

桐
朋
学
報
（
桐
朋
高
等
学
校
）
　
三
｝

日
留
山
人
著
　
河
を
忘
れ
た
古
代
史

文
明
（
東
海
大
学
文
明
研
究
所
）
　
三
三

罠
「
族
研
施
九
（
北
｛
黒
民
族
研
究
所
）
　
　
六

東
京
学
芸
大
学
紀
要
　
三
三

日
げ
Φ
H
三
唱
Φ
ユ
巴
H
日
9
σ
q
①
（
Q
リ
ヨ
一
戸
匿
〇
三
磐
ぎ
。
。
－

　
簿
暮
ご
p
野
8
Ω
巴
①
蔓
。
h
≧
け
）

史
朋
（
史
朋
嗣
人
）
　
一
八

学
芸
紀
要
（
徳
島
大
学
教
育
学
部
）
　
三
〇

入
文
研
究
（
神
戸
女
子
薬
科
大
学
）
　
九

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
　
三
三
一

　
一囲

民
樵
炊
学
研
究
（
日
本
民
族
学
会
）
　
　
四
六
一
三

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
　
八

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
　
五

　
二

駿
台
史
学
（
明
治
大
学
駿
台
史
学
会
）
　
五
四

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

　
暖
冬
の
ま
ま
新
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
会
員
諸

兄
に
は
い
か
が
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
発
行
が

大
変
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
第
六
六
巻
一
号

を
お
届
け
致
し
ま
す
。
本
号
は
当
初
原
稿
の
集
ま

り
が
悪
く
、
臨
時
の
編
集
会
議
を
経
て
よ
う
や
く

予
定
の
頁
数
に
達
し
ま
し
た
。
時
間
の
か
か
っ
た

分
だ
け
内
容
の
方
も
ヴ
ァ
ラ
イ
エ
テ
ィ
に
富
み
、

充
実
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
充
分
に
御
検
討
下
さ

い
。
尚
、
編
集
委
員
一
同
、
史
林
の
順
調
な
定
期

刊
行
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
諸
兄
の
よ

り
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
も
実
り
多
い
、
良
き
歳
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
）

一当

ｿ
論
崩
二
諸
翻
定
価
九
〇
〇
円

　
出
X
　
　
　
林
　
　
　
（
第
六
六
巻
第
｝
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
七
一
五
㎝
五
五
番

　
　
　
　
理
事
長
　
岸
　
　
　
俊
　
　
男

　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

印
刷
所
　
　
中
村
印
胴
株
式
会
社
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